
山 行 報 告 書

日時 2015年　9月12日 (土曜)　～　9月13日　(日曜) 天候 晴れ

山名 高隈山系・御岳（1182ｍ）　

ＣＬ 参加者 吉永、小山、坂本、前澤、徳永、前川　　　　（７名）

コース ９月１２日　元気の出る会　出席　14：00　～分科会（講演会）15：00　～交流会　22：00

９月１３日　青少年自然の家  08:30  ～　御岳登山口・テレビ塔下5合目　9：52　～テレビ塔 10：13
　　　　　　　～ 8合目　11：00　～ 9合目　11：25 ～ 御岳　1182ｍ　11：35　下山　12：00
　　　　　　　～御岳登山口 13：30　～ 青少年自然の家  14:20　 ～交流会　修了式
                    　～　帰路 15:00　～　天神郵便局前　21：50

コメント ９月１２日　鹿児島県連会長及び九州ブロック協議会会長挨拶と開会宣言のあと

　　　　　　　各分科会（講演）を受講、夕食後各県連山岳会のメンバーと各部屋にて
　　　　　　　交流会が開かれ各会での悩みや山行計画及び運営に関する問題点など
　　　　　　　活発な意見交換がありました
　　　　　　　酔いとともに裏芸の披露などあり皆さん楽しく過ごされた様です
　　　　　　　今回１７４名の出席がありましたが各山岳会の高齢化が感じられました
　　　　　　　しかし７８才の女性会員は毎週の登山と毎年の八ヶ岳山行は欠かしませんと
　　　　　　　笑顔で話されておりました

９月１３日　スタートは順調でしたが駐車場でのトラブルで登山開始が大幅に遅延
　　　　　　　その後は急登もありましたが順調に登頂できました
　　　　　　　天気も良く桜島と遠くに薩摩富士も見れ皆さんご機嫌でした・・・        　　　　　　　　　　　　

坂口　

●南の果てへ行って参りました*\(^o^)/*　1181.6メーターの御岳山。
　５合目迄車で行きワイワイ、ガヤガヤと大人数での山行。　
　珍しい花が沢山で大感激な南の国の山。元気が無い訳では無かったのですが.......?
　初めて出会ったタカクマホトトギスという黄色の花。
　山ホトトギスのような地味な趣きでは無く豪華な装いは山の中には似つかわしくない
　雰囲気で 思わず溜息がでるほどでした。
　山ホトトギスを小さくした様な可愛い花を「シュロ草」だと教えて下さったのは、
　熊本労山の７８歳に成られる女性の方で八ヶ岳や北アルプスも現役だそうです(憧れます)。
　山野草の事や若い頃は福岡で暮らしていた事等、初めて出会った、花達や大先輩の
　優しげな語り口調と一緒にこの上ない幸せな時間を過ごさせて頂きました。
　私も末長く山と親しんで行ける人生を送れれば…と、切に願う「元気の出る会」となりました。   　徳永洋子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●元気の出る集会は二回目の参加でした。大隈半島にある御岳山行に参加して来ました。
　メンバーの中に８０に近い方女性の方がいらしてお話しなが歩きました。
　健脚で美しく、花にも詳しく今もアルプスや八ヶ岳に登っていると話されました。そんな方と
　お話し出来元気を貰いました。参加して良かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前澤裕子

●昨年の国東に続けて 今回は2回目参加になります。
　阿蘇山の噴火の中、大隅半島は秋晴れの登山日和でした。
　御岳には 固有種の 優しい黄色の花 タカクマホトトギスが見頃で、頂上では 桜島が
　直ぐそこに、そして薩摩富士の眺めに 時間のたつのを忘れてしまいました。 
　毎回の食事は宴会様、２回の天然温泉も鹿児島ならではのもので堪能しました。
　私は脚調悪かったのですが セーフティーネットがあったお陰で無事に完登出来ました。
　鹿児島県連の皆さんの一生懸命のおもてなしに感謝です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前川栄子

●体調が戻らないままでの参加でした。
　初日、昼食はトンカツ定食、おいしかった(^^♪
　分科会は「なぜ人は山に登るのか」に参加、ヨーロッパのアイスマンの話などとても興味深い講演でした。　
　日本人は結構早くから山に登っていたということで誇らしく思いました。
　夜の交流会はそれぞれの県の紹介があり、山の歌で盛り上がり楽しいひと時でした。
　二日目は体調のこともあり観光にと迷った末に御岳に参加、なんとか登れました。
　鹿児島県連の皆さんに感謝、楽しい二日でした。
　帰りの車から見た桜島がとてもきれいで印象的でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本信子

●トンカツで始まりトンカツで終わる、山行となった。
　鹿屋のバス停の近くのトンカツ屋で昼食をしようと店を探したが記憶違いでバス停の前は
　コンビニでその裏に目的の「笹や」があった.
　さすがに名物トンカツ屋だけありお客が多い、吉永と小山さんはダブルトンカツを注文し
　満足のいく味と量だった。
　夕方に海岸近くの温泉に行く、ぬるいお湯でゆっくり入るにはいいが冬は入れないと思た。
　美肌効果がとてもやばくて、関西、関東方面からもお客があるそうである。
　お客の漁師であろう青年が近くの「みなと食堂　０９９４－４６－３０２０」のかんぱちが
　美味いとお勧めだったので行くが、１１時から１４時まででもう閉まっていた。
　翌日リーダーが電話したが時間過ぎで行けず、残念だった。　帰りに風呂に入り
　レストランを探すが皆１５時位で終了しており結局国分ＩＣ傍の「浜勝」のトンカツとなった。
　山はタカクマホトトギスが黄色い花を咲かせいい時期だったそうである。     　　　　　　　           吉永龍一

●9月の12・13日の九州ブロック協議会主催「元気の出る会」に参加いたしました、さすがに鹿屋市までは遠く、
　会長おすすめのトンカツ屋までは空腹を抑えながらやっとの思いで到着し、おいしいトンカツをいただき
　会場の青少年自然の家には時間ギリギリで到着、開会式と各部会に分かれ元気象庁の職員だった方の
　天気の講座を受講しましたが、雷の話や、気象の話を聞け参考になりました。
　部会が終わり、入浴の時間まで時間があったので近くの海岸沿いの温泉に行きそこで入浴をして、
　会場に戻り食事～宴会で一日目が終了。
　翌日、朝食を済ませ御岳登山に、登山口の鳴之尾登山口までの道が荒れていて狭く長い移動です、
　参加された方々が花に詳しくあの花はと教えていただき楽しい山行でした、開聞岳以外の鹿児島の山に行く
　機会が無いので有意義な「元気の出る会」の参加でした。
　標高約800mの登山口から1182ｍの山頂まで380ｍの登りで、登山道も整備されており快適に歩くことができました、
　下山後、閉会式を終えて福岡に帰るのですが、高速に乗るまでに食事をする店が全て閉まっており、
　日曜日の夕方なのにおそるべし大隅半島です、無事に福岡に到着皆さまお疲れさまでした。　　

　小山孝広

交通費 55,000
参加費 21,000

坂口

費用概算
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